
令和５年の始まり ３学期始業式     
  新年明けましておめでとうございます。卯年(うさぎどし)の今年が、飫肥中１７５名の生徒、２６名の先生方に

とって、明るく希望に満ちた年になってほしいと願います。 

 さて、今回の始業式はzoomで実施しました。私、校長の話では各学年の心構え（１年生は４月から先輩になる

こと、２年生は学校のリーダーとしての準備期間をしっかりとすること、３年生は一日一日を大切にしながら進

路実現と仲間との思い出作りをしてほしいこと）を話しました。 

最後に、私から３学期に特に頑張ってほしいことは２学期と同じ「自分の考えや思いをしっかりと伝えよう」

でした。実際に画面の中で「サザエさんの子供の名前は？」とか「アンパンマンのキャラクターで知っている

ものを誰でもいいので発表しよう！」と言った具合で練習をしました。体育館やや教室で自分の考えを声に出

して伝えること、さらにはその伝え方も大切なことを話しました。 

家庭・学級（学校）の大切さ 

年末年始、ここ数年子供たちが帰ってくることはなかったのですが、今年はようやく息子が帰ってきて新年を迎えることが

できました。久しぶりに息子を見ながら、話し方や仕草など「なんか自分と変に似ているところがあるなあ」と思ったりしました。 

「家族がものを言うときの調子」「好んで取り交わす話題」「立ち振る舞い」「人に対する評価や態度」「親の人生観」

等々 こんなものが自然に相集まって家庭の雰囲気を作り上げていると思います。そして子どもたちは、その雰囲気を空

気のように常に呼吸しています。家庭の中、様々な人間関係の在り方がこの雰囲気をいつとはなしに作り上げているのでは

ないかなと思います。 

親の性格とか人格が自ずと子どもににじみ出てくる・・こう考えると情操教育のために親がどうしても美しい心の持ち主に

ならないといけないことになります。私（校長）自身、そんな心をもっているだろうか。反省せざるを得ません・・・。素直さは親

の生活態度から育ちます。子どもは前述したように、親の生活態度から無言の感化を受けていきます。素直な感情というも

のは、知識や理論で教えることは難しいものです。子どもは経験も少ないし判断力も乏しいので失敗の連続だと思います。 

でも、この失敗があればこそ「この子はしっかりと育っていく」と見て欲しいのです。素直でないということはひがんだり人の

好意を素直に受け取れなかったりします。もし、子どもにこんなゆがみがあるのなら、親は子どもに対する愛情のかけ方や

信頼感を見直すべきかもしれません。このことは親だけではなく、教師にも同じ事が言えます。学級（学校）には学級（学校）

のムードがあります。素直な子どもたちは正直で穏やかです。素直でないと、道理が分かっていても「でも・・・・」と頭で理

解していてもなかなか行動できないことが多いものです。家庭と学級（学校）で素直な子どもを育んでいきたいと思います。 

箱根駅伝を観て思うこと・・ 

 

箱根駅伝の魅力のひとつに、チームワークがあります。区間を走る人

だけが全てではなく、それをサポートする選手全員がいるからこそ成り

立つ競技。今年もたくさんのドラマがありました。青山学院大学のキャ

プテンはメンバーに入れず、４年間で箱根を一度も走ることはできませ

んでした。そのキャプテンの大会前の次の言葉から人としての大きさを

感じます。「でも、4年間を通して自分自身は成長できましたし、走れ

ないからといって、自分がしょげるのは誰も求めていません。『走力』

では直接、箱根駅伝優勝に貢献できなくなってしまいましたけど、走る

選手を最大限、バックアップしていけるように、チーム全体を鼓舞して

いけるように徹底するだけです」 

彼は９区の同級生の給水係として必死にそして立派に仲間をサポー

トしていました。 

急募：学校給食調理員 

探しています。よろしくお願いします。 


